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寮
・
下
宿

　

一
九
六
一
（
昭
和
三
十
六
）
年
十
月
、
長
野
県
北
佐
久
郡
望
月

町
に
春
日
山
荘
が
、
同
県
上
水
内
郡
信
濃
町
に
野
尻
湖
畔
寮
が
完

成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
落
成
式
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
二
つ
の
施
設
は
、
翌
年
四
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
が
、
学
生

教
職
員
の
交
流
の
場
で
あ
る
大
学
寮
施
設
と
し
て
は
本
学
最
初
の

も
の
で
あ
っ
た
（
す
で
に
本
学
健
康
保
険
組
合
の
保
養
施
設
と
し

て
湯
河
原
寮
や
葉
山
寮
が
開
設
さ
れ
て
は
い
た
が
、
教
職
員
用
で

あ
っ
た
）。

　

当
時
の
栞し
お
り
に
は
、「
北
蓼
科
高
原
に
位
す
る
春
日
山
荘
、
野
尻

湖
の
ほ
と
り
に
近
い
野
尻
湖
畔
寮
は
、
と
も
に
四
季
を
通
じ
て
自

然
の
美
し
さ
に
包
ま
れ
た
別
天
地
で
す
。
ゼ
ミ
や
ク
ラ
ス
の
旅

行
、
セ
ミ
ナ
ー
、
親
睦
旅
行
な
ど
学
生
と
教
職
員
の
交
流
の
場
と

し
て
最
適
で
す
」
と
あ
る
。

　

ま
た
『
中
央
評
論
』
の
紹
介
に
よ
れ
ば
、春
日
山
荘
は
白
樺
湖
・

蓼
科
な
ど
に
近
く
学
生
の
思
索
に
も
静
養
に
も
快
適
の
施
設
、
野

尻
湖
畔
寮
は
夏
は
水
泳
（
現
在
は
一
切
遊
泳
禁
止
）、
ボ
ー
ト
、

冬
は
ス
キ
ー
に
好
適
な
場
所
と
さ
れ
て
い
る
。

　

二
つ
の
施
設
は
と
も
に
軽
量
鉄
骨
仕
様
木
造
二
階
建
て
、
延
べ

一
一
〇
坪
で
、
収
容
人
員
は
和
室
・
ベ
ッ
ド
合
わ
せ
て
七
〇
人
で

あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
浴
室
、
乾
燥
室
、
食
堂
兼
ホ
ー
ル
が
あ
り
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
特
に
野
尻
湖
畔
寮
に
は
三
千
坪
余
り
の

グ
ラ
ン
ド
も
付
属
し
て
い
た
。

　

寮
で
の
生
活
は
、
朝
食
は
七
時
半
か
ら
八
時
半
、
昼
食
は
十
二

時
か
ら
一
時
、
夕
食
お
よ
び
入
浴
は
六
時
か
ら
九
時
、
消
灯
は
午

後
十
時
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
寝
室
の
清
掃
と
食
事
は
セ
ル
フ

サ
ー
ビ
ス
で
あ
っ
た
。

　

施
設
の
利
用
は
学
生
課
が
窓
口
で
、
使
用
料
金
は
朝
夕
二
食
付

き
一
泊
で
三
〇
〇
円
、
昼
食
は
五
〇
円
、
他
に
十
一
月
か
ら
四
月

ま
で
は
暖
房
費
と
し
て
五
〇
円
が
か
か
っ
た
。
六
三
年
の
民
宿
料

金
の
全
国
平
均
が
一
泊
二
食
付
き
で
一
、四
〇
〇
円
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
考
え
て
も
非
常
に
安
価
で
、
多
少
の
交
通
の
不
便
さ
は
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春
日
山
荘
・
野
尻
湖
畔
寮
の
開
設

あ
っ
て
も
、
学
生
に
非
常
に
喜
ば
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
寮
施
設
は
、
開
設
以
来
ゼ
ミ
合
宿
や
ク
ラ
ス
旅
行
な

ど
に
利
用
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
中
で
も
最
大
の
催
し
は
「
中
央

大
学
セ
ミ
ナ
ー
」
で
あ
る
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
六
〇
年
以
来
学

生
・
教
職

員
が
合
宿

し
て
大
学

生
活
の
あ

り
方
な
ど

に
つ
い
て

の
講
義
や

討
論
、
レ

ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を

通
し
て

「
現
代
社

会
の
風
潮

か
ら
生
ず

る
学
園
生

活
の
ゆ
が

み
を
、
い
く
ら
か
で
も
緩
和
し
、
そ
の
内
容
を
よ
り
ゆ
た
か
に
す

る
」
と
い
う
趣
旨
で
始
め
ら
れ
た
。
六
二
年
度
の
中
央
大
学
セ
ミ

ナ
ー
は
初
め
て
両
施
設
を
使
っ
て
、
夏
休
み
中
に
三
泊
四
日
を
一

回
と
し
て
、
計
一
二
回
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
全
体
で
教
職
員

八
四
人
、
学
生
六
〇
〇
人
を
数
え
た
。「
現
代
社
会
と
学
生
」
を

テ
ー
マ
に
し
て
非
常
に
盛
り
上
が
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
六
五
年
に
奥
日
光
大
学
村
の
奥
日
光
寮
（
八
五
年
閉

鎖
）、七
一
年
に
は
富
浦
臨
海
寮
が
開
設
さ
れ
た
。
二
〇
〇
〇
（
平

成
十
二
）年
六
月
に
は
、野
尻
湖
畔
寮
が
新
し
く
野
尻
湖
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
（
二
一
室
、
八
二
人
収
容
）
と
し
て
建
て
直
さ
れ
た
。
春

日
山
荘
は
諸
般
の
事
情
か
ら
一
〇
年
三
月
で
廃
寮
と
な
っ
た
。

　

〇
九
年
二
月
か
ら
一
年
間
の
利
用
状
況
は
、
総
宿
泊
数
で
春
日

山
荘
が
七
八
二
日
、野
尻
湖
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
が
一
、八
八
八
日
、

富
浦
臨
海
寮
が
二
、二
三
一
日
で
あ
っ
た
。
学
生
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
も
大
き
く
様
変
わ
り
し
て
き
て
い
る
と
は
い
え
、
野
尻
湖

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
や
富
浦
臨
海
寮
は
、そ
れ
ぞ
れ
二
、五
〇
〇
円
、

二
、〇
〇
〇
円
と
い
う
利
用
料
金
（
一
泊
三
食
付
）
の
た
め
も
あ

り
、
現
在
で
も
学
生
の
活
動
に
少
な
か
ら
ざ
る
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。

野尻湖畔寮での中大セミナー（1971 年）


